


深
田
久
弥
愛
用
の
地
図
リ
ス
ト
に
、
書
込
み
多
数

と
記
載
の
あ
る
「
万
場
」
（
地
勢
図
「
長
野
」
の
４

ま
ん
ば

番
）
を
探
し
た
。
二
枚
あ
っ
た
が
、
一
枚
は
地
図
に

記
載
さ
れ
て
い
な
い
山
、
沢
、
峠
な
ど
の
名
前
が
ペ

ン
で
た
く
さ
ん
書
き
込
ま
れ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。

も
う
一
枚
は
、
赤
鉛
筆
の
ラ
イ
ン
が
引
か
れ
て
お
り
、

山
名
に
傍
線
が
引
い
て
あ
っ
た
り
、
丸
で
囲
ん
で
あ
っ

た
り
す
る
。
赤
鉛
筆
の
ラ
イ
ン
は
納
宮
か
ら

お
さ
み
や

日
向
大
谷
、
両
神
山
、
八
町
峠
、
志
賀
坂
峠
を
経
て

ひ
な
た
お
お
や

り
ょ
う
が
み
さ
ん

野
栗
ま
で
引
か
れ
て
い
る
。
と
て
も
長
い
ラ
イ
ン
で

あ
る
。
途
中
、
楢
尾
沢
峠
、
オ
バ
ン
ド
峠
、
ハ
リ
マ

な
ら
お
さ
わ

峠
の
三
つ
の
峠
名
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
地

図
の
う
ら
側
に
日
程
な
ど
書
い
た
メ
モ
が
あ
っ
た
。

両
神
・
御

座
（
藤
島

敏
男
、
望

月
達
夫
）

と
あ
る
こ

と
か
ら
、

三
人
で
出

か
け
、
両

神
山
の
後
、

御
座
山
に

登
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

日
程
に
つ

い
て
の
メ
モ
は
、
一
〇
月
二
十
一
日
午
前
九
時
池
袋

発
西
武
線
、
十
二
時
秩
父
着
、
午
後
二
時
バ
ス
発
三

時
二
〇
分
着
、
快
晴
と
あ
る
。
そ
の
あ
と
の
詳
し
い

記
録
は
書
い
て
な
い
。
ほ
か
に
は
「
二
十
三
日
志
賀

坂
峠
、
谷
」
と
だ
け
書
い
て
あ
る
。

こ
の
地
図
に
関
わ
る
文
章
を
探
し
た
。
地
図
に
あ

る
ラ
イ
ン
は
昭
和
三
十
四
年
十
月
の
山
行
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
も
の
は
見
つ
け
ら

れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
「
日
本
百
名
山
」
の
「
両

神
山
」
に
は
、
「
秩
父
の
町
か
ら
納
宮
ま
で
バ
ス
、

お
さ
み
や

そ
こ
か
ら
楢
尾
沢
峠
を
越
え
て
、
日
向
大
谷
に
あ
る

な
ら
お
さ
わ

ひ
な
た
お
お
や

両
神
山
の
社
務
所
に
泊
ま
っ
た
。
翌
日
山
頂
へ
向
か
っ

た
・
・
・
」
、
両
神
山
に
登
頂
後
「
八
町
峠
へ
出
た
」

と
あ
る
の
で
ま
さ
に
こ
の
ル
ー
ト
の
記
述
で
あ
る
。

他
に
こ
の
地
図
に
あ
る
山
の
文
章
と
し
て
は
、
「
二

子
山
」
「
父
不
見
山
」
の
二
つ
が
あ
っ
た
。
「
二
子

て
て
み
え
ず

山
」
は
昭
和
四
十
三
年
三
月
号
の
『
ハ
イ
カ
ー
』
に

掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、
前
年
十
二
月
の
山
行
記
録
で

あ
る
。
二
度
目
の
両
神
山
は
白
井
差
か
ら
登
り
楢
尾

し
ろ
い
ざ
す

沢
峠
を
経
て
納
宮
に
下
っ
た
。
翌
日
は
題
名
に
あ
る

通
り
、
二
子
山
に
登
っ
て
い
る
。
「
父
不
見
山
」
の

ほ
う
は
、
昭
和
三
十
二
年
十
二
月
三
日
、
志
げ
子
夫

人
と
二
人
で
出
か
け
た
山
歩
き
の
紀
行
文
で
あ
る
。

早
朝
家
を
出
、
高
崎
線
本
庄
で
降
り
バ
ス
で
鬼
石
を

お
に
し

経
て
万
場
に
向
か
っ
た
。
十
石
峠
か
ら
父
不
見
山
に

登
り
、
杉
ノ
峠
を
経
て
万
場
に
降
り
た
。
日
帰
り
登

山
だ
っ
た
。
最
後
に
「
帰
り
の
汽
車
で
死
ん
だ
よ
う

に
眠
っ
た
」
と
書
い
て
あ
り
、
朝
早
か
っ
た
の
で
、

と
て
も
疲
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

七
月
十
二
日
（
日
）

演
題
：
白
山
の
生
物

講
師
：
真
栄
隆
昭
氏

（
石
川
県
自
然
解
説
員
研
究
会
）

八
月
二
十
三
日
（
日
）

演
題
：
白
山
の
靈
木

つ
な
ぎ
ぶ
し
の
檜

講
師
：
大
庭
保
夫
氏

（
深
田
久
弥
と
山
の
文
化
を
愛
す
る
会
）

九
月
十
三
日
（
日
）

演
題
：
大
聖
寺
城
の
歴
史
と
保
存
維
持
活
動

講
師
：
毛
利

修
氏

（
錦
城
山
城
址
保
存
会

会
長
）

七
月
十
七
日
（
金
）

『
日
本
百
名
山
』
よ
り
「
瑞
牆
山
」

九
月
十
八
日
（
金
）

『
日
本
百
名
山
』
よ
り
「
常
念
岳
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
よ
ろ
し
く

h
t
tp
s
:
/
/
ya
m
a
n
ob
u
n
k
a
ka
n
.
c
o
m

深
田
久
弥
山
の
文
化
館

山文HP

読
書
会

会
場
：
深
田
久
弥
山
の
文
化
館

時
間
：
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時

聞
こ
う
会

会
場
：
深
田
久
弥
山
の
文
化
館

聴
山
房

時
間
：
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時
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